
         1年（  ）組（  ）番 氏名（                ） 

だまし話にはご用心！ 

 

課題１ とある靴屋での主人と客とのやりとりを覗いてみましょう。 

 

ある靴屋ではレジが故障していて、修理から戻ってくるまでは主人が自分でお金の計算をしています。

そこへお客が１人入ってきました。 

靴屋「いらっしゃいませ」   

客「革靴がほしいんだけど、どこにあるかな？」 

靴屋「革靴でしたら、あちらにそろえております。どれにいたしましょうか？」 

客「これなんかいいね。大きさもぴったりだ。これいくら？」   

靴屋「5300円です」 

客「5300円か… 5000円にならないかな？」   

靴屋「最近は靴もずっと安くなってしまったものですから… まぁ、いいでしょう。 

5000円にまけときます。」 

客「それはどうも。じゃあ、これにしよう」 

 

客は５000円を財布から出して靴屋に渡し、靴屋は濃い茶色の革靴を袋に入れて客に渡しました。 

靴屋「どうもありがとうございました」  

客「どうも」 

客は店を出ようとしましたが、何かを思い出したかのように主人のところに戻ってきました。 

靴屋「お客様、何かお忘れ物ですか？」 

客「いやいや、うっかりしてた。この色の靴はこの間に買ったばかりだったよ。 

今日は黒い靴を買うつもりだったんだった！これ、取り替えてもいいかな？」 

靴屋「はい、よろしゅうございますよ。どうぞご覧になってください」 

客「これはいくら？」 

靴屋「それはブランドものですから 10500円ですね」 

客「10000円にならないかい？」 

靴屋「わかりました。10000円で結構です」 

客「そうすると、さっき 5000円渡したよね」 

靴屋「はい、いただいております」 

客「だったら申し訳ないんだけど、さっき買ったばかりのこの茶色の靴を 5000円で 

引き取ってくれないかい？」 

靴屋「それはもう、新品ですからね。5000円で頂戴いたしましょう」 

客「じゃあ、これで合計 10000円だから、この黒い靴をもらっていくよ」 

靴屋「わかりました。ありがとうございました… ちょっと、ちょっと待ってください。 

何だか計算が合わないし、お金が足らないような気がするのですが…」 

客「おいおい、変なこと言わないでくれよ。確認してみようじゃないか。」  

靴屋「はい」 

客「さっき、あんたに 5000円確かに渡したよね？」   

靴屋「はい確かに」 

客「さらに、あんたはこの靴を 5000円で買い取ったよね？」 

靴屋「そうですね」 

客「それじゃあ、合計でいくらになる？」   

靴屋「10000円になりますね」 

客「ほら、やっぱり 10000円になるじゃないか。これでいいだろう？」   

靴屋「はあ…」 

客「まだ納得してないようだね。いいかい？ 

俺の 5000円とあんたの 5000円の靴は同じ価値があるんだよ。 

だから、まず俺の 5000円があんたに渡り、5000円の靴は俺のものになった。」 



靴屋「そこまでは大丈夫です。」 

客「そこで、10000円の靴のかわりに俺が持っていた 5000円の靴を返したのだから、 

俺の手元には 10000円の靴が、あんたの手元には俺の払った 5000円と 

5000円の靴とで合計 10000円分が残ってるんだろ。 

だったら、どっちも損得ないじゃないか！」 

靴屋「本当ですね。なんだかすっきりしましたよ…」 

 

 

どうも様子がおかしいようですね。この話のどこが変だったのでしょうか。 

また、もしあなたが靴屋の主人であれば、この客にどのように対応しますか。 

 

 

 

実はこの話は笑い話の１つで、オチは次のようになっています。わかりますか？ 

客「ほら、やっぱり 10000円になるじゃないか。これでいいだろう？」 

靴屋「どうも変だな。何がなんだか訳がわからなくなってきました。お客様すいませんが、 

もう一度最初の靴をお持ち帰りくださいませんか？」 

客「この靴はいらないのに、持って帰ってどうするんだい？」 

靴屋「それでは、こちらから 5000円お返しいたしますから…」 

 

 

 

課題２ 次のお話を読んで、最後の質問について考えてみましょう。 

３人が一緒に宿に泊まりました。１人 1000 円ずつ３人で 3000 円払いました。ところがこ

の宿の女将さんが、また来て泊まっていただきたいので「500円だけ安くしておきましょう」と

500円値引きしてくれました。そこで３人は、500円をどのように分けようかと考えましたが、

親切にしてくれた女中さんにチップを 200円払うことにし、あとの 300円を１人 100円ずつ

に分けることにしました。 

 さてよく考えると、変なことに気がつきます。1 人につき 100 円戻っているので、結局１人

あたり 900円払ったことになります。よって合計 2700円宿に払ったはずです。そこに女中さ

んに 200円を渡しているので、それを含めると全部で 2900円にしかなりません。残りの 100

円はどこへ消えたのでしょうか？ 

 

 

 

 

本時の感想 


